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　 新学期が始まって３週目となります。  
　 新しいクラス、友達、先生にも少しずつ慣れてき始めた頃かと思
います。仲良く遊んだり勉強したり、時にはけんかをしたりしながら
も、大きく成長していって欲しいと願っております。  
　 心配ごとや困りごと、悩みごと等があれば、どうぞ遠慮なさらず
に、担任あてにご相談等をお願いします。  
　 別途、本校のホームページ内の「最近のできごと」には、各学年

の学習の様子や子どもたちの活動の様子等を、できるだけ掲載するようにしておりますの
で、お時間のある時にご覧ください。今年度は各学年の先生方が中心となって、記事や写
真をアップロードしてまいります。  
 
 
 
 

　 ５月２日（木）より、「二者面談」が始まります。年度当初の大変ご多用の
折にご来校をいただくことになり、恐縮です。  
　 お子さんのよりよい成長のために、保護者の皆様と担任がしっかり目線を
合わせて、連携・協力していけるような機会にできれば幸いです。  
　 どうぞよろしくお願いします。  
 
 
 
 

　 昨年度末の「三郷っ子だより」第１９号を発行以降、上毛新聞に掲載さ
れた本校児童の力作を以下に紹介いたします。（学年は掲載当時）  
　 １年生は初めてのことですが、本校では俳句をつくる（ひねる）活動を
大いに推奨しています。俳句をつくるという創作活動を通して、子どもた
ちに季節感を養い、観察眼を育て、他者に伝えるスキルを学び、感性を磨
いていきたく考えております。  
　 今日あったことをその日の日記に綴るように、感動した瞬間や場面や
景色を写真におさめるように、俳句にしてみてはどうでしょう。  
　 今年度も子どものみずみずしい感性が光る、すばらしい作品を期待し

ております。  
　 別途、３月２３日（土）、上毛新聞本社にて「ジュニア上毛文学賞」の
贈呈式があり、本校は掲載句数が多いことから、「学校賞」をいただきま
した。大変名誉なことです。  
　 また、５月１日（水）は上毛ジュニア俳壇選者である鈴木伸一先生を
講師としてお招きして、５年全児童が俳句のご指導をいただく予定です。 
 
 

＜３月１６日（土）「上毛ジュニア俳壇・朝の一句」掲載＞  

　 夕方の日がのびて来た遊べるぞ　 ３年　 鈴木　 明依さん 
 

＜３月２１日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  

  二重とび風強くても練習だ　 ３年　 奥原　 結さん  
 
 

子どもたちのみずみずしい感性 いいですね

新学期がスタートして３週目

「二者面談」お世話になります



＜３月２８日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  

　 カゼなおりそろっておいしい夕ごはん　 ３年　 桒原　 歩夢さん 

　 あさま山雪がつもってかきごおり　 ３年　 荻原　 康成さん  
 

＜４月４日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  

　 ひる休みはいくをたくさんかんがえる　 ２年　 武井　 愛佳さん 
 

＜４月１１日（木）「上毛ジュニア俳壇」掲載＞  

　 ひなだんをかざる母の手やさしいな　 ６年　 松本　 芽依さん  

　 雨あがりしぜんの鏡みずたまり　 ６年　 櫻田　 帆帆子さん  

　 ふうりんが古い家にひびいてく　 ６年　 松原　 雫さん  
 
 
 
 

　 ４月１７日（水）の耳鼻科検診を皮切りに、これから各種の検診が行われま
す。学年・学級通信等をご覧いただき、準備等をお願いいたします。  
　 ６月にはプール指導が始まりますので、必要に応じて通院・受診等を済ませて
おいてください。  

 
 
 
 

　 登下校時にお子さんを送迎するために、学校敷地内に車を乗り入れたり、
学校周辺道路上に車を駐停車したりする保護者がいらっしゃいます。  
　 子どもたちの安全のためにも、おやめくださいますようお願い申し上げま
す。  
　 ただし、お子さんのけがや病気等の特別な事情がある場合は、この限りで
はありませんので、担任等へご遠慮なさらずに相談ください。  
　 「自分の子も、よその子も、みんな大事な三郷の子」ですね。  
 
 
 
 
　平成２８年度に誕生した本校のマスコット・キャラクター「三来くん」。三郷小の「三」
と未来の「来」を合わせた名前です。三郷小の学校教育目標には「未来へ　世界へ」が
入っていますが、三郷小の明るく元気な子どもたちの、今と未来を応援するキャラクタ
ーとしてぴったりの名前です。  
　昨年度末、本校創立１５０周年記念式典実行委員の児童と令和５年度前・後期学級委
員会の児童が、「三来くん」をカラー化したいと申し出て、子どもたちだけで創意工夫し
て仕上げました。さすがは三郷小の児童です。立派です。  
 
　子どもたちは、次のように、配色の一つ一つに意味を持たせたと語っていました。  

 
　○全体的に明るい色。　  
　○陸上のユニフォームでも使われている紫と水色。  
　○肌の色を塗らないことで、三郷小しだいでどんな未来にも
　　なれるという意味を込めた。  
　○肉球は、「夢の切符」「思いやりの箱」「知恵の鍵」のリボ
　　ンの色を使い、真ん中は金色にした。  
　○耳と靴は、桜がイメージなので耳をピンク色に、靴を木の
　　茶色にした。  
　○勾玉は伊勢崎市の市章。  
 
　白黒印刷のため、わかりにくいかと思います。本校のホーム
ページのトップ画面をご覧ください。  

校医さんによる各種の検診が始まりました

校地内への自動車の乗り入れ等について

マスコット・キャラクター「三来くん」カラーに


